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フ
イ
ロ
ソ
フ
イ
ス
ト
は
、
「
人
は
考
へ
る
為
め
に
生
れ
て
来
た
」
と
い
ふ
が
、
わ
れ
わ
れ
フ
ア
ン
テ
エ
ジ
ス

ト
は
、
「
人
は
空
想
す
る
為
め
に
生
れ
て
来
た
」
と
云
つ
て
も
よ
い
程
、
用
も
な
い
時
は
空
想
ば
か
り
駛



ら
せ

て
ゐ
る
。
殊
に
一
個
の
文
章
を
書
か
う
と
す
る
前
、
一
つ
の
考
案
を
纏



め
る
前
、
さ
う
い
ふ
時
に
は
、
こ
の
空

想
の
加
速
度
に
よ
つ
て
、
多
く
そ
の
文
章
が
破
棄
さ
れ
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
従
つ
て
そ
の
空
想
の
奔
馬
は
自
在

に
荒
れ
狂
つ
て
、
遂
に
は
果
て
し
も
な
い
無
有
郷
へ
行
く
か
現
実
を
ど
う
ど
う
め
ぐ
り
し
て
、
そ
の
ま
ま
没
落

し
て
し
ま
ふ
。

　
釣
り
に
行
つ
て
、
イ
ザ
釣
ら
う
と
す
る
時
、
又
竿
を
の
べ
て
ア
タ
リ
を
待
つ
時
、
潮



の
調
子
の
悪
い
時
、
月

の
明
る
い
時
、
遥
か
な
港
や
村
を
ふ
り
か
へ
る
時
、
同
じ
や
う
に
空
想
の
奔
馬
は
天
を
馳
り
地
を
潜
る
。
そ
し

て
よ
く
現
実
が
お
留
守
に
な
つ
て
、
太
公
望
的
期
待
の
心
境
に
陥
る
か
、
又
は
ロ
ビ
ン
ソ
ー
・
ク
ル
ー
ソ
ー
式

の
感
情
に
偏
す
る
こ
と
が
あ
る
。
（
釣
り
に
行
つ
て
は
決
し
て
現
実
的
の
事
は
断
片
的
に
し
か
考
へ
ら
れ
な
い
。

又
考
へ
て
ゐ
た
ら
決
し
て
釣
れ
な
い
の
が
ふ
し
ぎ
で
あ
る
。
）
例
へ
ば
、

　
　
＊

　
岩
魚





、
ヤ
マ
メ
、
鮎
に
行
つ
た
場
合
に
就

い
て
。
鳥
、
魚
、
昆
虫
に
も
、
各
自
の
生
層
を
通
じ
て
、
自
在
に

会
話
の
出
来
る
瞬
間
と
い
ふ
も
の
が
、
有
る
の
で
は
な
い
か
。

　
樹
木
は
「
善
」
の
象
徴
で
あ
る
。
曰



く
彼
は
何
ん
に
も
し
な
い
か
ら
。
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海
が
渓
流
を
引
く
の
か
、
水
が
海
と
山
を
結
ぶ
の
か
、
水
と
は
白
い
冷
い
火
で
は
な
い
の
か
、
或
は
最
も
よ

き
食
物
で
あ
り
、
流
れ
る
パ
ン
で
は
な
い
か
、
タ
ー
レ
ス
は
智
者
だ
つ
た
。
水
を
愛
す
る
者
は
感
情
家
だ
と
い

ふ
こ
と
だ
。

　
こ
の
山
に
は
、
日
本
の
ジ
プ
シ
ー
、
山
窩





は
ゐ
な
か
つ
た
か
、
彼
等
は
鮎
を
何
で
釣
る
か
。

　
神
農
民
は
、
あ
ら
ゆ
る
草
木
を
舐
め
て
後
、
何
故
鮎
を
ム
シ
ヤ
と
や
ら
な
か
つ
た
か
。

　
ギ
リ
シ
ヤ
の
神
々
は
釣
り
を
し
た
。
日
本
の
神
々
も
釣
り
を
さ
れ
た
に
違
ひ
な
い
。
釣
り
を
し
な
い
民
族
は

不
幸
だ
つ
た
。

　
パ
ミ
ー
ル
高
原
や
ア
マ
ゾ
ン
の
奥
で
、
一
度
は
釣
つ
て
見
た
い
も
の
だ
。
雲
南
や
青
海
省
の
方
面
の
釣
信
を

聴
き
た
い
も
の
だ
。

　
も
し
自
分
が
こ
の
ま
ま
帰
ら
な
か
つ
た
ら
滑
稽
だ
。
心
臓
が
パ
タ
リ
と
止
ま
つ
て
。
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山
姥






と
い
ふ
も
の
は
猿
も
同
然
だ
。

　
蟒




、

熊
、
狼
、
な
ど
と
い
ふ
も
の
は
、
想
像
す
る
ほ
ど
人
に
危
害
を
加
へ
る
も
の
で
は
な
い
。
う
ま
く
行
く

と
よ
く
馴
れ
る
。

　
仙
人
に
な
る
と
い
ふ
こ
と
も
、
あ
る
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
は
本
当
に
出
来
る
。

　
生
食
、
裸
形
生
活
、
雨
露
の
問
題
、
そ
れ
を
練
習
す
る
に
は
三
年
か
か
る
。
そ
れ
以
前
に
誰
し
も
が
斃



れ
る

か
ら
つ
ま
ら
ん
。

　
山
を
下
り
て
行
つ
た
ら
、
世
の
中
が
一
日
で
変
化
し
て
ゐ
た
り
、
山
峡
づ
た
ひ
に
ペ
ル
シ
ヤ
に
出
た
り
、
深

い
無
限
の
竪
穴
が
あ
つ
た
り
、
桃
花
郷
が
あ
つ
た
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
釈
迦
と
、
ガ
ン
ヂ
ー
と
ヒ
ツ
ト
ラ
ー
な

ど
が
向
ふ
か
ら
歩
い
て
来
た
り
。

　
女
児
を
生
後
一
ヶ
月
か
ら
渓
流
で
教
育
し
た
ら
、
一
人
を
唖
に
し
、
一
人
を
聾
に
し
、
一
人
を
裸
に
し
、
一

人
を
鉄
仮
面
に
し
…
…
。
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一
日
一
人
で
笑
つ
て
ゐ
た
ら
発
狂
す
る
だ
ら
う
。

　
そ
ん
な
空
想
を
の
ん
き
に
駛



ら
せ
て
釣
り
歩
る
く
。
然
し
川
釣
り
に
な
る
と
、
町
や
村
も
近
い
し
、
夜
は
灯

が
多
い
し
、
あ
た
り
に
必
ず
人
間
も
ゐ
る
か
ら
、
馬
鹿
馬
鹿
し
い
空
想
も
起
ら
な
い
。
然
し
夜
陰
に
一
人
で
小

舟
で
釣
つ
た
り
、
蘆



の
中
に
隠
れ
て
ゐ
た
り
す
る
と
、
古
い
昔
の
事
や
ら
季
節
的
な
も
の
が
よ
く
眼
に
つ
い
て
、

大
変
に
お
も
し
ろ
い
。
然
し
本
当
に
空
想
が
雲
の
や
う
に
湧
く
の
は
海
だ
。
そ
れ
も
船
頭
や
他
の
仲
間
が
ゐ
た

の
で
は
面
白
く
な
い
。
防
波
堤
で
徹
夜
し
た
り
、
岩
礁
で
一
人
釣
つ
た
り
、
島
蔭
で
釣
る
時
は
、
時
に
空
想
自

在
で
あ
る
。
例
へ
ば
、

　
な
る
程
海
は
動
い
て
ゐ
る
。
何
万
年
も
動
い
て
ゐ
る
。
万
物
は
海
か
ら
這
ひ
上
つ
て
来
た
に
違
ひ
な
い
、
植

物
も
動
物
も
　
　
そ
し
て
人
間
、
火
は
上
昇
し
た
、
水
は
沈
ん
だ
。
水
と
火
、
万
物
の
母
。

　
海
藻
か
ら
、
覇
王
樹
か
ら
、
柳
か
ら
、
蘆
か
ら
、
植
物
は
這
ひ
上
つ
て
来
た
。

　
プ
ラ
ン
グ
ト
ン
か
ら
、
水
母





か
ら
、
貝
殻
か
ら
、
甲
足
類
か
ら
、
彼
等
は
人
間
を
目
的
に
し
な
い
で
や
つ
て

来
た
。
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人
間
　
　
そ
れ
は
最
も
海
に
と
つ
て
必
要
の
な
い
化
物
だ
。

　
気
層
に
羽
の
あ
る
も
の
、
地
層
に
足
の
あ
る
者
、
水
層
に
鰭



の
あ
る
者
。
世
界
は
三
段
に
な
つ
て
出
来
て
ゐ

る
。

　
鼻
糞
の
白
い
日
は
、
人
間
も
貝
殻
の
生
活
だ
。

　
海
と
女
　
　
或
は
女
の
方
が
よ
く
海
を
知
つ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
、
潮
時
の
出
産
、
月
の
も
の
…
…
。

　
女
の
半
面
の
片
側
の
も
の
、
魚
。

　
魚
は
恋
を
知
ら
な
い
、
痛
疼
感
が
な
い
、
然
し
彼
は
驚
く
、
彼
は
怒
る
。

　
上
層
を
遊
弋






す
る
奴
も
、
下
層
に
へ
ば
り
つ
い
て
ゐ
る
奴
も
低
脳
だ
。
イ
ン
テ
リ
性
の
魚
は
中
層
を
往
く
。

　
魚
は
波
浪
の
音
以
外
の
音
を
嫌
ふ
。
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上
層
が
銀
、
中
層
は
紫
、
最
深
層
は
紅
、
紅
の
魚
は
深
い
。

　
魚
は
近
眼
か
、
老
眼
か
、
ど
う
も
組
織
が
反
対
で
は
な
い
の
か
。

　
海
は
恋
を
嫌
ふ
。
陸
の
灯
は
遥
か
に
遠
い
。

　
海
に
は
甘
水
が
な
い
、
こ
い
つ
は
不
思
議
だ
。

　
暴

風

は
や
む
を
得
な
い
が
、
食
料
が
な
け
れ
ば
船
は
死
刑
台
だ
。

　
人
間
は
貝
殻
の
つ
も
り
な
ら
生
き
ら
れ
る
。
然
し
魚
の
真
似
は
出
来
な
い
。

　
海
か
ら
見
た
海
、
円
い
海
、
円
い
空
、
水
平
の
一
線
。
中
の
風
、
浮
く
も
の
、
あ
と
は
何
ん
に
も
見
え
ず
。

　
一
個
の
人
間
、
一
個
の
蟹
、
浪
に
と
つ
て
は
同
じ
こ
と
。

　
鴎
は
空
に
、
魚
は
潮
に
、
人
間
は
中
ぶ
ら
り
ん
。
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日
本
は
海
か
ら
見
た
時
の
み
蒼
古





と
し
て
ゐ
る
。

　
地
震
、
浪
は
囁





く
だ
け
だ
。

　
海
は
明
る
い
、
真
の
闇
と
い
ふ
も
の
は
海
底
に
し
か
存
在
し
な
い
。

　
魚
は
発
光
器
を
持
つ
か
ら
発
声
器
を
持
た
な
い
。

　
魚
は
泣
か
な
い
代
り
に
、
魚
は
笑
ふ
。

　
海
は
階
級
だ
の
、
貨
幣
だ
の
に
関
係
の
な
い
時
に
の
み
面
白
い
。

　
海
で
は
魚
よ
り
も
釣
餌
に
苦
労
す
る
。

　
魚
の
ホ
テ
ル
、
釣
り
の
か
か
り
、
釣
徒
の
難
所
。
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こ
の
ま
ま
自
分
が
帰
ら
な
か
つ
た
ら
悲
惨
だ
。
陸
上
の
家
族
が
。
然
し
自
分
が
海
津
に
腐
肉
を
啄
か
れ
る
の

は
痛
快
だ
。

　
海
と
死
、
紙
一
重
。

　
海
は
聾
で
あ
る
。
盲
目
で
あ
る
。
彼
は
漂
流
者
の
五
官
を
奪
ふ
。

　
白
帆
　
　
希
望
、
島
　
　
休
息
、
船
　
　
足
で
あ
り
翼
で
あ
る
。

　
世
界
に
は
血
よ
り
も
塩
が
多
い
。

　
風
、
取
去
る
こ
と
の
出
来
な
い
世
界
の
呼
吸
だ
。
潮
の
世
界
の
血
液
だ
　
　
青
い
。

　
羽
は
欲
し
く
な
い
が
鰭
は
欲
し
い
。
呼
吸
機
関
と
鰭
の
推
進
器
は
つ
な
が
ら
な
い
限
り
は
な
い
。

　
紙
の
モ
ー
タ
ー
・
ボ
ー
ト
、
海
の
蝶
々
。
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海
水
浴
者
は
海
を
怖
が
る
。
釣
徒
は
海
を
可
愛
が
る
。

　
定
ま
つ
て
釣
れ
な
い
時
に
は
、
そ
ん
な
事
を
考
へ
て
、
海
と
い
ふ
よ
り
も
、
大
き
い
明
る
い
自
然
に
対
し
て
、

ぼ
ん
や
り
と
驚
歎
し
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
ゐ
る
時
は
無
論
虚
無
的
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
然
し
何
か
大
き
い
も
の

に
抱
か
れ
て
ゐ
る
や
う
で
、
生
き
て
ゐ
る
こ
と
が
い
と
し
く
、
又
有
難
い
と
も
思
ふ
。
そ
ん
な
意
味
で
、
わ
れ

わ
れ
フ
ア
ン
テ
エ
ジ
ス
ト
の
た
め
に
は
、
釣
り
が
何
よ
り
の
自
由
権
で
あ
り
、
夢
想
郷
へ
の
形
影
問
答
で
も
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
年
・
十
・
十
五
）
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